
祭
鏡餅・昆布
野菜（キャベツ・大根・茄子など）
肉（牛・豚・鶏・鹿・猪など）

神様に手で捧げる

＝神様

祭るという字の意味

ふるさとの
 文化財探訪

第113回

『「
祭
る
」と
い
う
食
文
化
』　文

化
財
調
査
員
　
　
佐
　
藤
　
頼
　
久

　

我
が
家
の
食
卓
は
、
ご
飯
と

味
噌
汁
、
そ
し
て
沢
庵
や
菜
っ

葉
の
漬
物
が
普
通
で
し
た
。
穀

物
は
、
米
・
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
そ
し
て
大
豆
・
小
豆
を
栽
培

し
て
い
た
。
ご
飯
は
大
麦
と
米

を
混
ぜ
た
麦
飯
が
多
か
っ
た
。

味
噌
汁
は
、
自
家
製
の
大
豆
で

味
噌
を
作
り
、
具
材
と
し
て
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
茄
子
、
里
芋
、

カ
ボ
チ
ャ
等
の
旬
の
野
菜
が
入
る
。
常
時
自
宅

の
梅
で
作
っ
た
梅
干
し
が
あ
り
重
宝
し
て
い
た
。

醤
油
も
自
家
製
の
も
の
を
使
っ
て
い
た
。
た
だ
、

不
味
く
て
買
い
醤
油
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
美

味
し
い
の
で
ご
飯
に
か
け
て
食
べ
て
い
た
。
冬

に
は
祖
母
と
臼
で
引
い
た
大
豆
で
豆
腐
作
り
も

し
た
。
果
物
と
し
て
は
敷
地
内
に
グ
ミ
の
木
を

植
え
て
い
た
の
で
、
木
に
登
っ
て
よ
く
食
べ
た
。

ハ
ラ
ン
キ
ョ
も
好
き
で
よ
く
食
し
た
。
秋
に
は
、

医
者
い
ら
ず
と
言
わ
れ
る
栄
養
価
の
高
い
甘
柿

を
取
り
入
れ
、
渋
柿
は
皮
を
む
き
吊
る
し
柿
に

し
た
り
、
焼
酎
に
浸
し
「
あ
お
し
柿
」
に
し
て

い
た
。
お
菓
子
が
な
か
っ
た
の
で
干
し
柿
は
重

宝
し
て
い
た
。

　

昔
、
牛
乳
が
な
か
っ
た
の
で
、
小
中
学
生
の

頃
山
羊
を
飼
っ
て
い
て
、
乳
搾
り
を
し
て
火
で

暖
め
よ
く
飲
ん
だ
。
蛋
白
質
、
脂
質
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
豊
富
で
山
羊
の
お
か
げ

で
健
康
を
頂
い
た
。蛋
白
源
と
し
て
は
鶏
を
飼
っ

て
い
て
卵
か
け
ご
飯
に
し
た
り
卵
焼
き
に
し
た

り
し
て
食
べ
た
。そ
の
他
ウ
サ
ギ
汁
、キ
ツ
ネ
汁
、

タ
ヌ
キ
汁
等
々
、
色
々
な
も
の
を
食
べ
さ
せ
ら

れ
た
。
マ
ム
シ
の
焼
酎
漬
け
が
あ
り
、
乾
燥
し

た
も
の
を
フ
リ
カ
ケ
に
し
て
食
べ
た
こ
と
も
あ

る
。
昔
ど
の
家
に
も
役
牛
と
し
て
物
の
運
搬
や

田
お
こ
し
等
に
数
頭
の
牛
を
飼
育
し
て
い
た
。

野
原
に
放
牧
し
て
い
て
事
故
死
し
た
和
牛
を
部

落
の
皆
で
さ
ば
き
、
そ
の
肉
を
皆
に
分
け
て
食

べ
た
時
は
美
味
し
か
っ
た
。
農
薬
が
普
及
し
て

い
な
い
頃
、
川
に
は
、
ど
ん
こ
、
フ
ナ
、
ア
ブ

ラ
メ
そ
し
て
ど
じ
ょ
う
な
ど
魚
が
豊
富
で
そ
の

命
も
頂
い
た
。

　
こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
も
あ
り
、餅
や
米
、肉・

野
菜
な
ど
貴
重
な
食
料
を
あ
り
が
た
く
い
た
だ

く
こ
と
を
感
謝
す
る
意
味
で
、
自
宅
の
仏
壇
や

荒
神
様
に
一
度
お
供
え
を
し
て
食
し
て
い
た
。

　
「
祭
る
」
と
い
う
食
文
化
は
今
で
も
日
常
に

残
っ
て
い
る
。
炊
き
立
て
の
白
米「
お
仏
飯(

お

ぶ
っ
ぱ
ん)

」を
お
供
え
し
て
い
る
の
は
わ
が
家

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

店
も
な
く
、
自
給
自
足
的
に
種
々
の
知
恵
で

自
家
製
の
も
の
で
お
腹
を
満
た
し
、
そ
れ
な
り

に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
遠
い
日
の
追
憶
を
懐
か

し
み
な
が
ら
、
今
日
も
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
。

　第４回の講座では「人権学習は誰のため？　「寝た子は
起こすな」でいいのか」と題して、公益社団法人大分県人
権・部落差別解消教育研究協議会　事務局　足立哲範さ
んを講師に招きました。講座終了後に書いていただいたアン
ケートでは、『寝た子は起こさないほうがよいと思いますか？』
つまり、部落差別問題を知らない子ども達や大人に対して、
学習などを通して知識を与えないほうがよいと思いますか？と
いう問いに、以下のような記述がありました。（一部抜粋）

・�知らずに過ごしていくことはあり得ない（実際に差別はなくなっ
ていない）。正しいことを知っておかないと、正しく判断でき
ない。
・�知らないままでは、なくならない。子ども達に差別する側になっ

２０２３年度　第４回なるほど “ザ” 人権講座

人権

No.326

てほしくない。
・�正しいことを学習しておけば、間違った考えを見聞きした
ときに、正しく判断することができるから。知らないままだ
と一見、差別がないようでいても、間違った方向に流さ
れてしまうかもしれないから。
・�知識がないまま、ネットなどで情報を得たときに間違った
方を信じてしまう可能性があるから。
・�正しい知識で差別解消のための理解や差別に向き合った
時に正しい考えを持つ事が必要だから。自然解消を待っ
ても、自然解消されない。

　講座を通して、部落差別問題は『自然に無くなる』『何
も知らなければ大丈夫』ではない！との声が多く聞かれまし
た。部落差別を他人事と捉えることなく、すべての人が安
心安全に暮らしていける九重町にするために、しっかりと正
しい知識を身につけ、正しい判断、行動ができるよう備え
る必要があります。社会教育課では引き続き学習機会の
提供に努めます。
　紙面の都合上、詳細について掲載することができませ
んが、ご質問等がございましたら、社会教育課（７６－
３８２３）までお問い合わせ下さい。　　　　　社会教育課

「正しく起こす」ということが大事。子どもと一緒に学ん　�
でいく、様々な情報を得ていく中で正しい方向に進んで
いく力を身につける！

・
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　ほんの森10月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

新刊・新着図書案内　～日差しの傾きと日暮れの早さに深まる秋を感じます。静かに本を開いてみませんか？～
●児童図書・コミック
ジャレットのミント・コレクション（魔法の庭シリーズ２５）� あんびるやすこ
願いがかなうふしぎな日記（１～３）� 本田有明
かぜは　どこへいくの� シャーロット・ゾロトウ
つるかめつるかめ� 中脇初枝
運動ですべてがよくなる� 松本麻希
理系脳をつくる�食べられる実験図鑑� 中村陽子
おうちで楽しむ科学実験図鑑� 尾嶋好美
世界の食・農林漁業・環境�１～３� 農文協
くらべて発見くだものの「おなか」１～３� 農文協
中村哲　集英社版・学習まんが� その他多数
●一般図書
夢よ、夢（柳橋の桜４）� 佐伯泰英
青瓜不動（三島屋変調シリーズ９）� 宮部みゆき
むかしむかしあるところに、死体があってもめでたしめでたし。�青柳碧人
本所おけら長屋�外伝� 畠山健二
商う狼� 永井紗耶子
契り橋（あきない世傳金と銀�特別巻�上）� 髙田郁
北のおくりもの（北海道アンソロジー）� 浅田次郎（ほか著）
因果の刀（金春屋ゴメス３）� 西條奈加
可燃物� 米澤穂信
ミステリな食卓（美味しい謎解きアンソロジー）�近藤史恵（ほか著）
ルミネッセンス� 窪美澄
ホテル・カイザリン� 近藤史恵
コンビニオーナーぎりぎり日記� 仁科充乃
年間１００万円の配当金が入ってくる最高の株式投資� 配当太郎
世界はなぜ地獄になるのか� 橘玲

貯金すらまともにできていませんが
この先ずっとお金に困らない方法を教えてください！� 大河内薫
ザイム真理教� 森永卓郎
よくわかる！ＣｈａｔＧＰＴ超入門�
超簡単！ＣｈａｔＧＰＴ仕事で使えるプロンプト� ＡＲＴ　ＮＥＸＴ
熟達論：人はいつまでも学び、成長できる� 為末大
強運脳� 茂木健一郎
自然知能� 外山滋比古
私とは何か� 平野啓一郎
毎日食べてもやせられる！魔法のやせスイーツ� 鈴木沙織
ヤセる満腹系ごはん� 石原彩乃
米粉の料理とおやつ� 農山漁村文化協会
なぜか結果を出す人が勉強以前にやっていること� チームドラゴン桜
ハーバード生たちに学んだ「好き」と「得意」を伸ばす子育てのルール１５�
� 廣津留真理
一緒にいると楽しい人、疲れる人� 有川真由美
シウマの３１日占い　生まれた日にちで性格がわかる！� シウマ
愛か依存か？�最高のパートナーシップを得るために� 井上麻紀子
尿酸値リセット　薬に頼らず痛風発作が防げる！� 細谷龍男
“血糖値”を制して脂肪を落とす！� 薗田憲司
７０歳からのかる～い１分筋トレ＆ストレッチ� 山口晃二
道草ワンダーランド� 多田多恵子
温泉でぽかぽか道の駅全国ガイド�
絶景に泊まる�
るるぶ東京観光　’24�
何度でも泊まりたい温泉宿２０２４年度版� その他多数

『秋の読書週間―イベントのご案内！』
　読書週間の季節がやってきました！ 今年は、４つのイベントをご用意しています。皆さんのご来館をお待ちいたしております。

　３カ月ごとに５００冊を入れ替えている「県立の棚」ですが、今回はご要望の多い大活字本を７０冊以上借りています。１１月
下旬までの期間限定の本です！目が疲れるから…と大好きな読書から離れていた方に好評です。ぜひ、一度お試しください。

●「県立図書館から大活字本をたくさん借りてきました！」

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
（10時30分~11時）

▲読んだ本は展示してます▲9月のおはなし会の様子

お
知
ら
せ

　１０月の担当グループは「スター」のみなさん
です。（九重ふるさと祭りのため 10 月 21日に
日程を変更しています。）1１月は「ぷちトマト」

（11/11 予定）のみなさんです。絵本は心の栄養です。たっぷりたく
さん読んであげたいですね！

「図書館マナーのしおり」プレゼント！

Ｋ
コ コ ド ク
ＯＫＯＤＯＫＵｉｎオータム おとな限定 夜の図書館 第十夜

好評！「養老孟司」作品コーナー

うちの図書館じまん×司書のおすすめ本

期間：１０/ ２７（金）～先着１００名様

期日：１１/ ２（木）午後６時３０分～８時３０分　

期間：９/ １５（金）～１１/ ８（水）

期間：１０/ １８（水）～１１/ ８（水）

★図書館が、皆さんに気持ちよくご利用していただける場所である
ために、ぜひ知っていただきたい10 のマナーをイラスト化した「しお
り」を作りました。期間中に本を借りられた、先着１００名の方にプレ
ゼントします。
★今年の読書週間の標語「私のペースでしおりは進む」にちなん
で、ぜひご利用ください。

★１年ぶりのココドクは、記念すべき十回目！
★オススメの本を１冊持ち寄り、お茶をいただきながら本を紹介し
合うゆるい読書会です。
★参加者は一般の方のみ。先着２０名です。
お申込は図書館（７６－３８８８）まで。
申込締切：１0/27（木）

★１０/３１（火）に九重文化センターで講演予定の養老孟司氏の
本を集めて展示しています。もちろん、貸出もしています。
★養老先生が自然や解剖の世界に触れて学んだこと、脳と心の
関係、ものの見方などの作品をこの機会にどうぞ。県立図書館か
らの借り受けと合わせて５０冊以上あります。

★ 「県内公共図書館による共通イベント」としての恒例の企画展
です。
★今年は各図書館の魅力を紹介する「図書館じまん」のパネル
展と各館の司書のおすすめ本（各館５冊）の２本立てです！司書
のコメントから新たな本との出会いがはじまるかも。自館にある本
は展示します。貸出もＯＫ！
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暮らしの情報　●

行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

■�

と
　
き　
11
月
2
日
㈭

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■��

内
　
容　

　

 

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可　

申
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■ 

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
0‐８
２
８
９‐４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■�

と
　
き

　

 

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■��

内
　
容　

　

 

①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等
の
財
産
管

理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・
売
買
、

金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳
死
宣
言

な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る
相

談　

②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証

等
に
関
す
る
相
談　

③
相
続
問
題
に
関

す
る
相
談

■
そ
の
他

　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３‐２
４‐６
７
５
１
）

　

　

 

玖
珠
町
・
九
重
町
在
住
の
ひ
と
り
親
の
方

　

※ 

離
婚
を
考
え
て
い
る
方
も
相
談
可

能
で
す

■�

法
律
相
談　
平
松
ま
ゆ
き
弁
護
士

■
面
会
交
流
・
養
育
相
談　

　
増
田
卓
美
支
援
員

■
申
込
期
限　
11
月
14
日
㈫

　
※
当
日
、
会
場
で
の
申
込
も
可
能
で
す
。

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
一人
30
分
間

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
九
重
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　
（
☎
０
９
７
３‐７
６‐３
８
２
８
）

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■�

と
　
き　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■�

お
問
い
合
わ
せ　

交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

（
☎
０
９
７‐５
０
６‐２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
11
月
14
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３‐２
３‐２
２
０
０
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

■���

と
　
き　
11
月
27
日
㈪

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
※ 

昼
休
憩
の
時
間
は
実
施
で
き
ま
せ
ん　
　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
と
こ
ろ
　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■�

お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
3‐７
６‐３
８
３
８
）

ひ
と
り
親
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
母
、
寡
婦
の
方

を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
会
及
び
面
会
交

流
・
養
育
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

と
　
き　
11
月
21
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
町
役
場
３
階

　
３
０
２
会
議
室
、
３
０
４
会
議
室

■��

対
象
者　

▲ＨＰ

イベントの減少により、血液
が不足しています。皆さんの
ご協力をお願いします！
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●　暮らしの情報

お
知
ら
せ

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■�

対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き　
11
月
29
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

　
合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切　
11
月
22
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

　
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定

納
税（
第
２
期
分
）を
お
忘
れ
な
く

　
令
和
５
年
分
の「
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
」の
予
定
納
税（
第
２
期
分
）の
納
期

限
は
、
11
月
30
日
㈭
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
と
な
る「
振
替
納
税
」が
大
変
便

利
で
す
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
な
ど
の
各
種
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
納

付
も
大
変
便
利
な
も
の
と
なって
お
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
納

税
に
関
す
る
総
合
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
確
定
申
告

に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が

15
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
年
の

「
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
」の一

部
を
あ
ら
か
じ
め
納
付
す
る
制
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
日
田
税
務
署

　
（
☎
０
９
７
３‐２
３‐２
１
３
６
）

　
※
自
動
音
声
案
内

「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」

特
設
サ
イ
ト
開
設
の
ご
案
内

　

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
建
設
業
、
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
、
医
師
の「
働

き
方
改
革
」を
進
め
る
た
め
、
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
の
た
び
俳
優
の
小

柴
風
花
さ
ん
を
起
用
し
た
働
き
方
改
革
Ｐ
Ｒ

動
画
シ
リ
ー
ズ「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」の
第

一
弾
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

今
回
公
開
し
た
第一弾
で
は
、
建
設
業
、

運
送
業
で
働
き
方
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
国
民
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
知
って
い
た
だ

き
た
い
こ
と
を
総
論
的
に
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。

　
今
後
、順
次
「
ト
ラ
ッ
ク
編
」、「
バ
ス
編
」、

「
建
設
業
編
」を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　
動
画
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
、
建
設
業
、
運

輸
業
が
抱
え
る
課
題
や
、
こ
れ
ら
の
産
業
で

▲
Ｈ
Ｐ

の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
て
、
国
民
、

県
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
内

容
（
ト
ラ
ッ
ク
：
荷
物
の
発
注
・
受
注
へ

の
配
慮
、
バ
ス
：
運
行
へ
の
配
慮
、
建
設
：

工
事
の
発
注
へ
の
配
慮
な
ど
）
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す

る
無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　

大
分
県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世

の
方
を
対
象
に
、
委
託
医
療
機
関
に
お
い

て
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■�

健
康
診
断
対
象
者

　

 

両
親
、
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾

被
爆
者
で
、
大
分
県
内
に
お
住
い
の
方

■��

申
込
方
法　

　

 

健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
所

地
の
保
健
所
に
連
絡
し
て
、
申
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
日
に
つ

い
て
は
、
保
健
所
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■�

申
込
期
間

　
10
月
16
日
㈪
～
11
月
30
日
㈭

■
実
施
期
間

　
11
月
１
日
㈬
～
令
和
６
年
１
月
12
日
㈮

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
西
部
保
健
所

　
（
☎
０
９
７
３‐２
３‐３
１
３
３
）

大
分
県
最
低
賃
金
を

「
時
間
額
８
９
９
円
」
に
改
定

　
大
分
県（
地
域
別
）最
低
賃
金
を
、
本
年

10
月
６
日
か
ら
、
現
行
の「
時
間
額
８
５
４

円
」か
ら「
時
間
額
８
９
９
円
」に
改
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
含
む
大
分
県
内
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部　
賃
金
室

　
（
☎
０
９
７‐５
３
６‐３
２
１
５
）

試
験
・
講
習
会

県
立
盲
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

■
募
集
対
象

・ 

両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
０.

３
未
満
の

者
、
ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い

が
高
度
な
者
の
う
ち
拡
大
鏡
等
の
使
用
に

よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
等
の
視
覚

に
よ
る
認
識
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難

な
程
度
の
者
。

・ 

視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、
他

の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・ 

知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、
視

覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・ 

大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
30
年
４
月

２
日
か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

■��

出
願
受
付
期
間

　

 

令
和
６
年
１
月
５
日
㈮
～
１
月
12
日
㈮　

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

　
※
土
日
祝
日
は
除
く

■
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　

 

令
和
６
年
１
月
15
日
㈪
～
１
月
18
日
㈭

の
午
後
３
時
～
午
後
４
時

▲ＨＰ

▲ＨＰ
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「玖珠美山高校インターンシップ」
問　玖珠消防署　警防係　☎�72ー2141

　令和５年８月１～２日に、大分県立玖珠美山高等
学校普通科２年生、衛藤太晟さん、土井天満さん、
近藤春登さんの３名が、玖珠消防署へインターン
シップ（職場体験）に来てくれました。
　３人には、実際に消防職員が使用する防火服や
救助服に着替えてもらい、炎天下の中、放水訓練
や救助訓練を体験してもらいました。
　また、２日目には、心肺蘇生法やＡＥＤ等の取り
扱いを学ぶ講習を受講してもらい、講習修了後に

【普通救命講習修了証】を授与いたしました。
　過酷な訓練にも、弱音を吐かず最後までやり遂げ
た彼らが、将来、消防士となって玖珠消防署で勤
務してくれることを願っています。

こちらこちら
119番119番

暮らしの情報　●

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
／
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間

　
10
月
23
日
㈪
～
12
月
４
日
㈪

■
訓
練
期
間　

　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮
～
７
月
29
日
㈪

■
そ
の
他

　
11
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫
に
説
明
会
実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７‐５
２
９‐８
６
１
５
）

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め

の
手
話
講
座

■�

対
　
象　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

　
（
申
請
中
も
可
）

　

 
※ 
聞
こ
え
に
く
い
た
め
に
手
話
学
習
を

希
望
さ
れ
る
方
は（
手
帳
の
な
い
場
合

も
）一度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

と
　
き

　

 

11
月
４
日
㈯
～
令
和
６
年
２
月
３
日
㈯　
　

全
10
回　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー　

■
定
　
員　
８
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

　
無
料
（
資
料
代
実
費
８
０
０
円
）

■�

そ
の
他　
講
座
の
内
容
を
文
字
に
書
き
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
要
約
筆
記
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
難
聴
の
方
も
安
心
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先　

　

 

社
会
福
祉
法
人　
大
分
県
聴
覚
障
害
者

協
会

　
（
☎
０
９
７‐５
５
１‐２
１
５
２
）

　
（
F
A
X
０
９
７‐５
５
６‐０
５
５
６
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

　
（
☎
０
９
７‐５
３
２‐２
６
３
８
）

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

■��

講
習
対
象
者　

　

 

消
防
法
施
行
規
則
第
31
条
の
６
第
６
項

及
び
平
成
12
年
消
防
庁
告
示
第
11
号
に

規
定
す
る
受
講
資
格
を
有
す
る
者

■
講
習
実
施
日

　
第
１
種
：
令
和
６
年
１
月
17
日
㈬
～　
　
　

　
　
　
　
　　
１
月
19
日
㈮
３
日
間

　
第
２
種
： 

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
～

２
月
２
日
㈮
３
日
間

■
と
こ
ろ　

　

 

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

　
（
大
分
市
）

■
定
　
員　
各
35
人

■
申
請（
受
付
）期
間　

　
11
月
13
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮

■
受
講
料

・ 

第
１
種
、
第
２
種
の
区
分
ご
と
に
３
２
，

３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

・
合
否
判
定
通
知
郵
送
料
84
円
が
必
要

■�

申
請
書
配
布
場
所　
大
分
市
消
防
局
、

各
消
防
本
部
、（
一
財
）
大
分
県
消
防

設
備
安
全
協
会

■�

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（一財
）大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
（
☎
０
９
７‐５
３
７‐３
１
２
５
）

受
講
料
無
料
！
１
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス

　

 

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
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今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句下

五
の
平
仮
名
表
記
は
意
図
的
で
し
ょ
う
か
。「
秋
が
来
た
」

「
飽
き
が
来
た
」。
中
七
の「
き
た
き
り
す
ず
め
」も
意
味
深
。

俳
句
も
こ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
る
よ
と
い
う
お
手
本
。

中
七
の「
出
番
だ
出
番
」で
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
。
リ
ズ
ム
感
が
い
い
と
読
者
の
共
感
度
は
高
ま
り
ま
す

ね
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
髪
の
毛
を
見
て
、
秋
の
色
み
た
い
と
思
っ

た
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。
気
が
付
い
た
ら
ち
ゃ
ん
と
し
た

五
七
五
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
拍
手
。

　
「
月
夜
」は
秋
の
月
の
こ
と
。
雪
月
花
と
い
う
と

お
り
、
春
の
花
冬
の
雪
と
と
も
に
日
本
の
四
季
を

代
表
す
る
。
戸
締
ま
り
を
し
よ
う
と
戸
を
閉
め
に

い
た
っ
た
ら
美
し
い
月
が
夜
空
に
。
そ
の
瞬
時
を

五
・
七
・
五
に
し
ま
し
た
。
情
景
が
目
の
前
に
浮
か

び
ま
す
。
共
感
度
の
高
い
一
句
で
す
。

無
精
者
き
た
き
り
す
ず
め
の
あ
き
が
き
た

稲
穂
垂
れ
出
番
だ
出
番
コ
ン
バ
イ
ン

婆
ち
ゃ
ん
の
髪
の
毛
の
色
秋
で
す
ね

戸
締
ま
り
の
手
を
止
め
仰
ぐ
月
夜
か
な　佐

藤　

次
江

永
松 
左
世
美

時
松 

ヤ
ス
コ

安
部 

陽
葉
里

月
つ き よ

夜

（
句
評
）
今
月
も
楽
し
い
句
が
集
合
で
す
。
難
し
い
表
現
や
言
葉
を
意
識

せ
ず
、
思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
ま
ず
書
い
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
だ
俳
句
は
リ
ズ
ム
感
、
韻
律
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
お
忘
れ
な
き

よ
う
。十
月
は「
秋
ず
ん
ず
ん
」で
す
。元
気
溢
れ
る
句
を
お
待
ち
し
ま
す
。　

（
選
者
）

（
お
知
ら
せ
）十
一
月
号
の
締
切
で
す
。十
月
二
十
日（
必
着
）で

ポ
ス
ト
イ
ン
お
願
い
し
ま
す
。読
者
俳
句
の
関
す
る
ご
意
見
ご

要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
編
集
担
当
）

硯
洗
う
心
も
洗
う
米
寿
か
な 

泉　

渓

ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
走
り
去
る
賢
治
の
忌 

豊　

國

名
月
や
け
ん
玉
一
回
成
功
す 

律 

子

敬
老
の
日
な
ぜ
か
素
直
に
喜
べ
ぬ 

重　

吉

秋
さ
び
し
亡
母
と
の
会
話
夢
の
中 

八
千
子 

そ
の
昔
君
と
眺
め
し
天
の
川 

好　

美

今
年
酒
恵
良
と
い
う
名
の
駅
に
立
つ 

直  

人　

鹿
の
網
抜
け
て
小
鹿
の
走
り
く
る 

 

き
く
み

無
花
果
の
一
品
添
え
る
朝
の
膳 

勝　

子

征
服
さ
る
こ
の
世
は
す
べ
て
葛
の
葉
に 

則　

子

鬼
灯
を
鳴
ら
し
た
昭
和
懐
か
し
む  

良　

子

花
野
来
て
逢
い
た
き
人
の
背
中
追
う 
恵　

子

迎
え
火
を
集
め
て
灯
す
岐
阜
提
灯 
文　

子

幾
千
万
翅
の
震
え
し
闇
ラ
イ
ブ 

香　

 
澄 

露
天
風
呂
湯
桶
に
揺
れ
る
星
ひ
と
つ 

桐 　

友

ゴ
ム
緩
む
絣
の
も
ん
ぺ
え
ご
の
花 

末  

子

小
鳥
逝
く
妻
の
叫
び
や
彼
岸
花 

干　

城

我
も
我
も
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
食
す
子
ら 

春  

蘭

神
様
は
今
は
お
留
守
よ
神
無
月 

チ
ズ
子 

三
日
月
や
乙
女
の
顔
の
匂
い
立
つ 

ト
シ
子 

吾
亦
紅
友
と
再
会
喫
茶
店 

ム
ツ
子 

楽
し
み
に
植
え
た
も
の
よ
り
草
が
の
び 

孟　

一

虫
す
だ
く
し
ば
し
手
を
止
め
聞
き
惚
れ
る 

恒　

己

板
の
間
に
ご
ろ
り
寝
転
び
星
涼
し 

純  

子

一
年
生
●
武
石
真
綿

立
秋
や
葉
っ
ぱ
が
躍
る
長
者
原

「
や
」で
切
っ
て
名
詞
で
止
め
る
俳
句
の
基
本
で
す
。
お
上
手
。

一
年
生
●
重
松
麟
太
郎 

風
鈴
が
静
か
に
風
を
ま
っ
て
い
る

風
鈴
が
静
か
に
風
を
ま
っ
て
い
る
と
い
う
擬
人
化
法
。
お
見
事
。

二
年
生
●
河
野
紗
奈 

喧
嘩
す
る
ぼ
く
ら
の
よ
う
だ
な
カ
ブ
ト
ム
シ

中
七
の「
ぼ
く
ら
の
よ
う
だ
な
」が
効
果
的
。

中
学
生
時
代
の
友
は
永
遠
。

二
年
生
●
松
原
悠
月 

梅
雨
入
り
や
友
と
な
ら
ん
で
入
る
傘

「
な
ら
ん
で
入
る
」
で
も
う
仲
の
よ
い
友
達
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

三
年
生
●
佐
藤
菜
央

空
見
上
げ
指
で
な
ぞ
っ
た
白
鳥
座

夜
空
の
星
を
な
ぞ
る
。
な
ん
と
い
い
表
現
力
。
情
景
が
見
え
ま
す
。

三
年
生
●
田
中
聖
人  

手
の
ひ
ら
に
向
日
葵
の
た
ね
友
の
数

向
日
葵
の
種
は
無
数
。
友
達
も
た
く
さ
ん
と
い
う
こ
と
を
比
喩
。

佳
い
句
で
す
。

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
四
席

　
二
十
四
席

緑
陽
中
学
校
俳
句
大
会
２
０
２
３

作
品
集
か
ら
印
象
に
残
る
句
の
紹
介
で
す
。

記

歳

時
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

10
月

号
令
和
５
年
10月

17日
発
行（
通
巻
809号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
	0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

10
月
・
11
月
の
休
日
当
番
医

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　コロナ発熱・受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談)�

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　　
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ
鳥／カッコウ

10月生まれ

比
	 ひ ら
良	颯

そうすけ
佑	さん

（保護者：比
ひ ら
良暢
まさおみ
臣）

1歳 髙
たかくら
倉	心

ここ な
那	さん

（保護者：髙
たかくら
倉佑
ゆうすけ
介）

2歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問	情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

11月がお誕生日のお子さん
10月２7日（金）

12月がお誕生日のお子さん
11月２7日（月）

応募締切

人�の�動�き
　９月1日～９月末日届出分

�人口と世帯
人口 8,551 人 （-24）
男 4,123 人 （-15）
女 4,428 人 （ - 9 ）
世帯 3,886世帯 （-10）

（　）は前月からの増減

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

110 交通安全 2023.9月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 3 2 24 26
野 上 1 1 40 41
飯 田 2 4 6 109 115
南山田 1 16 10 59 69
計 3 24 19 232 251

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

安
あ べ
部ヒ

ひ さ こ
サ子 ９１ 書 曲 二

宇
う さ
佐　 浩

ひ ろ あ き
明 ８６ 南 区

梅
う め き
木　 留

る み
美 ６６ 陣の内上

衛
え と う
藤ト

と し え
シヱ ９２ 北 方 下

小
お の
野喜

き く よ
久代 ８８ 川 西 三

河
かわうち
内　 瑛

え い こ
子 ８５ 潜 石

武
たけいし
石　 皐

さ つ き
月 ９３ 川 西 三

鶴
つるはら
原や

や す こ
す子 ６８ 下 尾 本

甲
か い
斐　 孝

た か こ
子 ８９ 北 方 上

●

病

院

月 日 医院名 住所 電話番号 � ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
10月 15日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101 � 10月 15日 もちまつ歯科医院 日田市 0973-22-8071

22日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 78-8811 22日 玉 井 歯 科 医 院 恵 良 0973-76-2018
29日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167 � 29日 ご とう 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

11月 3日 高 田 病 院 春日町 72-2135 � 11月 3日 北 山 歯 科 医 院 日田市 0973-52-3553
5日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143 � 5日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303
12日 荒 木 医 院 森 72-2466 � 12日 吉 武 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0615
19日 北山田クリニック 北山田 73-2030 � 19日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305
23日 矢 原 医 院 野 上 77-6121 23日 石 井 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886
26日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127 26日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0214

「九重町職員の度重なる不祥事に対するお詫び」
　職員による補助金申請の放置や業務遅延など、度重なる職員の不祥事が発生し、私自身も責任を痛感しているとと
もに、町民の皆さまの町政に対する信頼を、著しく失墜させ、多大なるご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し
上げます。
　関係職員については、行政処分として減給等の懲戒処分を行い、町政運営を指揮監督する責任を重く受け止め、
私と副町長についても自らの判断で給料の減額を行いました。
　今後、職員一同、基本に立ち返り、九重町のために職務を誠心誠意遂行することで、一日も早い町政に対する信頼
回復を図ってまいります。

九重町長　日野　康志
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